
横手体育館 施設概要（2024.4時点） 令和８年３月完成予定

１．建設場所

２．建物概要

３．コンセプト

１）市民が日常的にスポーツ活動や健康づくりに親しむことができる
体育館

２）様々な大会やイベントが開催されスポーツや文化の交流拠点とな
る体育館

３）災害時の防災拠点となる体育館

①通常災害時に対応した安全・安心な指定避難所
②大規模災害時に備えた広域防災拠点

４．外観イメージ ５．配置計画

メインエントランス側（上）、北東側（下）

南西側から見た鳥瞰図（下）

建設場所：横手市赤坂字館ノ下48-2他19筆（赤坂総合公園内）
敷地面積：31,130.08㎡

建築面積： 9,338.34㎡
延床面積：13,859.22㎡（建物内部12,300.68㎡）
階／高さ：地上２階／最高23.77m
構造種別：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

大型バス4台

（561台）

臨時
駐車場
約100台

※敷地内合計
366台

６．オープンの時期（現時点の見込み）

令和８年６月 プレオープン
７月 グランドオープン

※現在の横手体育館は、新施設のグランドオープン時まで営業予定。

表 駐車場の想定

 

横手体育館敷地内 366

敷地西側の臨時駐車場 約100

グリーンスタジアムよこて周辺 450

グラウンド・ゴルフ場側 80

秋田ふるさと村第１・２・４駐車場 1,562

新市民会館周辺駐車場（距離2㌔） 約1,000

その他、近隣の商業施設等

駐車場 台数

約1,000

優
先
使
用

連
携
使
用

約2,500

例）大規模災害時の主な利用方針

２階観客席 避難所
（居住スペース）



７．フロアマップ ８．施設の主な構成

第１アリーナ

・65m×40m（2600㎡）、天井高17.9m
・バスケットボール３面、バレーボール３面、
バドミントン12面、フットサル１面、ハン
ドボール１面、卓球18台以上、マーチング

・観客席 約2000席（２階）
・２階西側の移動観覧席を収納することで、
小体育スペースとしての活用が可能

・１階と合わせ5000人を収容可能
・２階南北壁面に400ｲﾝﾁの大型ビジョン設置

第２アリーナ

・25m×40m（1000㎡）、天井高13m
・バスケットボール１面、バレーボール１面、
バドミントン４面、卓球６台以上
※バレーボールは練習用２面

・観客席 248席（２階）

アリーナストリート
・選手のアップスペース
・１階は大会本部の設置スペースにも活用可

多目的室（スタジオ）
・壁面に鏡を設置し、ダンスや体操など多目
的に利用できる

コンディショニングルーム ・トレーニングができるスペース

ランニングコース ・１周約270m（２階）

会議室・放送室 ・第１アリーナ全体を見渡せる場所に配置

防災備蓄倉庫 ・各階に防災備蓄倉庫を設置

その他
・器具庫、医務室、授乳室、キッズスペース、
更衣室、エレベーター、冷暖房完備

・配信調整室

第１アリーナ（第２アリーナ方向を見たイメージ）
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【基本設計からの機能的な変更点】

映像配信に対応する『配信調整室』を内部の調整で追加（１階・北西）

北 南

西

東

(スタジオ)

２階移動観覧席を収納し「小体育スペース」として活用


